
顧客の求めに応じて多様な事業を
　北秋田市鷹巣の株式会社成文社は昭和２年に成文社
印刷所として創業、戦時中は企業統廃合に遭ったもの
の戦後事業を再開して現在に至っている。
　印刷が社業の主軸ではあるが、業務内容はきわめて
広範にわたっており、同社のホームページに記載され
ているものだけでも、印刷の他に文具事務用品販売、土
木測量機械販売、コピー・データ入出力、製本加工、印章
製作、事務機器レンタルなどがある。
　「当社は“御用聞き商売”だと思っています。印刷の仕
事などを通してお得意様に出入りしている中で、お客
様から要望があればなんでも応えようという仕事のや
り方です」（檜森正社長）

会社存続のためあらゆる方策模索
　最近の事例としては、冷凍食品のパッケージについ
て顧客から相談された。小ロットのためプラスチック
フィルムは使えずビニール袋も避けたいということ
で、檜森社長が提案したのは、ユポという耐水性の紙
を使うことだった。前例がなかったため、結局印刷し
て型抜きしたユポを両面テープで袋にするという工
程一式を自社で手がけて納品した。

　印刷業者を取り巻く環境は、顧客である学校の統
廃合や個人の自家プリントの普及などできわめて厳
しいものがあり、会社の存続のためにあらゆる手を
惜しんではいられない。そのため成文社でも、あきた
企業活性化センターが北秋田市で開催（年間７回）す
るワンストップ移動相談には積極的に参加し、経営
全般や新分野進出等のアドバイスを受けている。

培ってきた技術で新規事業を検討
　直近では、インターネットでの受注体制を整える一
環としてPマーク（個人情報保護に関して一定の要件
を満たした事業者が使用を認められるサービスマー
ク。個人情報の安全な取り扱いをする企業であること
をアピールできる）を紹介され、取得に向かっている。
　成文社では大館能代空港の建設当時からゼネコン
向けの図面の出力や製本の実績があり、今後はそれ
らの培ってきた技術を生かして、病院の診察記録の
製本や遺言状の製本なども手がけていきたいと考え
ている。

顧客のニーズに応え、どんなものでも引き受けるという、ある
意味では“便利屋”的な業態。優位性のある技術や守備範囲の広
さを生かして新規事業の可能性を追求し続ける。

株式会社成文社

県内企業の事業推進をスピーディーにお手伝いするため、県内各地
域において移動相談所を開設しています。相談を希望される場合は
できるだけ開催日の3日前※までにお申し込みください。
［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／企画・総合相談担当まで。

建設建築図面の大判出力等、
他社とは競合しない

部門を持つ。

1 一点ものの製本は得意分野の一つと
語る檜森正社長。B to Bで培ってき
た製本技術で今度は個人向けの遺言
状などの製本も手がけたいと言う。

2 職人の手作業による製本技術の蓄積
が強みになっている。

3 事業内容は広範にわたるが多能工化
を図り少人数の社員で操業してい
る。

4 社屋の一階は文具店になっていて品
揃えも豊富。
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印刷業をベースにしつつ顧客の
求めで多様な業務を引き受ける

ワンストップ移動相談事業

デザイナーなどのクリエイター系の仕事は、しばしば対価を抑
えられて事業としては不安定に推移する傾向がある。そのよう
な不安定要素の多い受注産業型事業形態からの脱却を図り、自
らモノづくりに関わって活路を探る。

佐藤真デザイン事務所

グラフィックデザイナーをベースに
マルチな活動をしている佐藤真代表。

オリジナルブランドのTシャツをプロデュース。
まもなく販売に着手する。
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携帯電話. 090-260-3819
E-mail makoto-d@cna.ne.jp

受注産業型の弱みから抜け出し
自らモノづくりに進出する

創業支援室の利用

事業の解説
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ワンストップ移動相談事業

創業・起業家や新事業分野進出を目指す意欲的な企業に、事務スペー
スを提供します。インキュベーション・マネジャー等への日常的な経
営相談が可能です。
［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／企画・総合相談担当まで。

1 音楽イベントのポスターからガイド
ブック類まで守備範囲は広い。

2 縫製工場との連携でアパレルのデザ
インも手がける。

3 以前関わっていた音楽雑誌ではカメ
ラ、ライター、エディトリアルデザイ
ンまで担当していた。

4 音楽や釣り、食べ歩きなど多彩な趣
味を持ち、それらも仕事につながっ
ている。

事業の解説
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創業支援室
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守備範囲の広いマルチプレーヤー
　秋田市のグラフィックデザイナー佐藤真さんは、東
京でデザイナーとして働いたのち、Ｕターンして秋田
でタウン情報誌のスタッフとしてエディトリアルデザ
インを担当した。その後、仙台を拠点にして音楽雑誌の
制作スタッフとしてカメラマン、ライター、デザイナー
などの仕事にも携わった経験を持つ。また、自らもライ
ブハウスやクラブでDJを行うなど音楽人としての一
面をもち、毎年男鹿市で開催される「男鹿ナマハゲロッ
クフェスティバル」にもブレーンとして関わり、ポス
ターなどのトータルデザインを手がけている。

受注産業型事業からの脱却を目指す
　仙台から戻り秋田を拠点にして本格的にデザイン事
務所を開設しようとした３年前、開業資金の不足を補
うためにあきた企業活性化センターのアドバイスで県
庁第二庁舎の創業支援室に入った。
　「創業支援室に入っていた時期に東日本大震災が起
こり、その影響で仕事が激減しただけでなく仙台方面
の取引先に未収金が発生したりしてかなり苦労しまし
た」（佐藤さん）
　そのような辛酸もあって、受注産業型の事業形態か

らの脱却を図り自らモノづくりに関わっていきたい
と佐藤さんは考えている。
　志を同じくする男鹿市の縫製工場との連携で釣り
をコンセプトにしたオリジナルブランドの立ち上げ
構想が進行中で、間もなく売り出す予定である。

秋田発のモノづくりに意欲を燃やす
　あきた産業デザイン協議会にも加わり、秋田発の新
しいモノづくりにデザイナーとして関わっていきた
いと考えている。つくりたいもののイメージはいくつ
かあり、そのうちの一つは、自分自身がライブハウス
DJとして使っている機材の改良品。既存の製品は武骨
なので、デザイナーの感性でスタイリッシュなものを
つくりたいと言う。これについては県内の製造業の企
業と具体的な話が進んでいる。
　音楽関係の機材については自身の音楽業界のネッ
トワークを利用して販路開拓できるが、音楽以外の分
野の商品開発を行う際には、あきた企業活性化セン
ターから販路開拓の指導を受けたいと考えている。
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※3日前が土・日・祝日の場合はその前日までとなります。なお事前のお申し込みは開設日当日の相談
を効率的に行うためのものであり、事前のお申し込みがなくても当日のご相談は可能ですBICAkita 2013.6 BICAkita 2013.604 05


